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　こんにちは！ 大和村に住んで、早いもので 1 年が経ちま
した。やっぱり大和村はいいところです。

　さて、５月 14 日に「奄美群島国立公園の記念式典」に行
ってきました。環境大臣や県知事の話、喜界島〜与論島まで
それぞれの島の素晴らしい発表がありました。国立公園のテ
ーマは「生命にぎわう亜熱帯のシマ〜森と海と島人の暮らし
〜」であり、皆さんの発表を聞いていると、私たち人間も島
に生息している生き物のひとつであり、受け継いできた文化
も立派な遺産という印象を受けました。

会場では、次は世界遺産登録だ！ と意気込む声も多数聞か
れました。世界遺産になったら素晴らしいことだと思います。

　そこで、世界遺産になったら奄美はどんな風に変わるかイメージしてみました。

私は十数ヶ所の世界遺産を訪れたことがあります。世界遺産についてのガイドブックを編集したこと
もあり、世界遺産については多少知っている方なのではと思っています。一般的に世界遺産になると、
世界中にそのニュースが流れ一躍知名度が上がります。写真がネットに流れ、その素晴らしさが見直
され、観光客が増え経済効果も期待できます。

　しかし、別の言い方をすると、大型バスなどの交通量がふえる、排気ガスがふえる、ゴミがふえる、
文化の違う外国人観光客がふえる、集落に知らない人が入ってくる、島外からの企業が入る、景観が
損なわれる、庭や畑の草木の採取、土地の踏み荒らし、営業や詐欺などがふえる可能性があるなどの
デメリットもあります。国内外で「土地の買い占め」も起きており、ゴーストタウンになったり、地
元を介入させない大型リゾートが開発されたりしてしまいます。世界遺産になった白川郷や富士山で
も問題がたくさん出ています。

　私は世界遺産になって奄美の美しい自然が守られることは良いことだと思っています。しかし、そ
のためには商業主義的観光化によって “ 今までの奄美 ” が破壊されることがないように、自然保護と、
住民の生活と、観光のバランスがとれた「持続可能な観光地作り」をして行く必要があります。先日
徳之島で「住民参加による集落おこし」の公演をされた沖縄県
東村の山城定雄さんとお話する機会があり、「奄美は沖縄が失っ
たものがまだ残されている。沖縄の二の舞を踏まないように住
民も行政も勉強しなければ」とおっしゃっていました。奄美に
はまだ時間があり、私たち住民も勉強して、世界遺産になるた
めの知識と心構えが必要と感じます。できれば、夏までに勉強
会を開けたらと思っています。興味がある方はお声がけ下さい
ね。

　世界遺産の目的は「人類共通の宝を守ること」です。それと
同時に、忙しさや経済価値の変化により、素朴な優しさを持っ
た奄美の人が変わってしまわないことを祈るばかりです。

自然遺産クロアチアのプリトヴィツェ湖群国立公園で
す。観光客用の何種類ものルート、必要最低限の施設、
景観を壊さない配慮がされた安全柵などが整備されて
いました。

まほろば館の加工場の機械を利用し、国直の村
上恵子さんとたんかんの皮を粉にして「七味た
んかん塩」という調味料を作りました。漬物や
フライにぴったりです。

世界遺産のメリット・デメリットって？

　

交
通
事
故
に
遭
い
、
保
護
さ
れ
治
療
を
受
け
て

い
た
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
が
回
復
し
、
4
月
28

日
に
山
に
戻
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ウ
サ
ギ
は
昨
年

11
月
末
に
事
故
に
遭
い
県
道
79
号
で
路
肩
に
う
ず

く
ま
っ
て
い
た
と
こ
ろ
津
名
久
在
住
の
中
山
昭
二

さ
ん
、
六
津
美
さ
ん
夫
婦
に
保
護
さ
れ
、
動
物
病

院
と
平
川
動
物
園
で
治
療
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

回
復
し
て
野
生
復
帰
を
果
し
た
事
例
は
今
回
が
初

め
て
。奄
美
野
生
生
物
保
護
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、

平
成
28
年
度
に
大
和
村
内
で
見
つ
か
っ
た
ア
マ
ミ

ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の
死
骸
は
15
頭
。
そ
の
う
ち
交
通

事
故
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
も
の
は
7
頭
で
お
よ

そ
半
数
。
特
に
夜
間
は
野
生
生
物
が
活
発
に
な
る

時
間
帯
で
す
の
で
、
車
の
走
行
は
ゆ
っ
く
り
と
、

生
き
物
に
優
し
い
ド
ラ
イ
ブ
を
。
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5
月
15
日
、
大
棚
小
学
校
で
恒
例
の
稲
作
体
験
の
一
環
で
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
初
の
こ
こ
ろ
み
と
し
て
、
籾
を
水
に
つ
け
て
発
芽
さ
せ
て
苗
を
つ
く
る

と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
そ
う
。
こ
れ
か
ら
一
年
を
通
し
て
収
穫
、
脱
穀
、
餅
つ
き
を
体

験
し
ま
す
。
田
植
え
を
盛
り
上
げ
る
応
援
は
、
と
っ
て
も
賑
や
か
。
地
域
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
が
チ
ヂ
ン
を
な
ら
し
な
が
ら
歌
を
歌
っ
て
く
れ
ま
す
。「
イ
ト
ゥ
」
と

よ
ば
れ
る
こ
の
歌
は
、
か
つ
て
農
作
業
な
ど
の
際
の
掛
け
声
や
囃
子
が
労
働
歌
に
な

っ
た
も
の
で
す
。「
長な
が
ち
き月
の
太て

だ陽
や
ヨ
ー 

ハ
レ 

夜よ

の
暮
れ
ど
待
ち
ゅ
り
ヨ
ー 

ホ
イ
ヤ

ー
」
と
日
の
長
い
夏
至
の
前
後
は
、
日
が
暮
れ
て
夜
に
な
る
の
が
待
ち
遠
し
い
な
ど

と
歌
わ
れ
ま
す
。
事
前
に
練
習
を
重
ね
ら
れ
た
そ
う
で
、
ほ
か
に
も
新
民
謡
の
「
農

村
小
唄
」
や
「
ち
ん
だ
ら
節
」
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
歌
詞
を
つ
け
た
替
え
歌
が
歌
わ
れ
、

子
ど
も
も
大
人
も
毎
年
恒
例
の
田
植
え
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
田
植
え
の
後
の
泥
遊
び
も
毎
年
恒
例
の
お
楽
し
み
。

互
い
に
泥
を
塗
り
つ
け
て
は
笑
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。
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第
60
回
大
和
村
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
春
季

大
会
が
4
月
18
日
、
大
和
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
幕
し
ま
し
た
。
集
落
対
抗
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
で
、
A
級
、
B
級
に
わ
か
れ
対
戦
し
ま
す
。

Ｂ
級
の
決
勝
は
大
棚
Ｂ 

対 

思
勝
の
対
戦
で
大
棚

B
の
勝
利
。
A
級
の
決
勝
は
大
棚
A
対 

湯
湾

釜
の
対
戦
。
大
棚
A
が
10
年
連
続
の
栄
冠
を
手

に
し
ま
し
た
。
大
棚
の
２
チ
ー
ム
が
W
優
勝
し
、

絶
対
王
者
の
名
を
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
選
手
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

A
級

　

杉
島　

勇 

さ
ん
（
大
棚
A
）

B
級

　

今
井　

秀
一
郎 
さ
ん
（
大
棚
B
）
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写真提供 大棚小学校

写真提供　環境省奄美野生生物保護センター

ワンダー奄美

地域おこし協力隊　小海もも子の

Wonder Amami 第 6回

11 10広報やまと 5 月号 広報やまと 5 月号



大
腸
が
ん
検
診
に
つ
い
て

Vol. 12

　

大
腸
は
食
道
、
胃
、
小
腸
に
連
な
っ

て
、
消
化
管
の
最
後
尾
に
位
置
す
る

臓
器
で
す
。
大
腸
が
ん
は
40
歳
以
上

に
増
え
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
初
期

に
は
、
自
覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
が
ん
が
あ
る
程
度
大
き
く

な
る
と
大
腸
の
内
腔
が
狭
く
な
っ
て
、

便
秘
、
残
便
感
、
便
が
細
く
な
る
、

下
痢
、
腹
痛
、
膨
満
感
、
下
血
、
血
便
、

貧
血
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
は
早
期
に
発
覚
す
れ
ば
、

ほ
ぼ
完
全
に
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
が
ん
を
早
く
見
つ
け
る
た
め
に
は
、

定
期
的
に
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
大
腸
が
ん
を
見
つ
け
る
た

め
の
検
査
と
し
て
健
康
診
断
で
広
く
行
わ
れ
て
い
る
の
が
「
便
潜
血
検
査
」

で
す
。
便
を
採
取
し
て
提
出
す
る
だ
け
な
の
で
、
身
体
的
な
負
担
も
少
な

く
簡
単
に
行
え
ま
す
が
、
早
期
の
大
腸
が
ん
が
あ
っ
て
も
20
〜
40 
%
ほ
ど

が
見
逃
さ
れ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
便
に
血
が
混
じ
っ
て
い
た

ら
、
必
ず
大
腸
内
視
鏡
検
査
な
ど
の
精
密
検
査
を
受
け
て
下
さ
い
。

　

大
和
診
療
所
で
は
平
成
29
年
4
月
よ
り
、
大
腸
内
視
鏡
検
査
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大
和
村
長
選
挙
に
つ
い
て

開
発
基
金
「
土
曜
相
談
窓
口
」
の
お
知
ら
せ

お問い合わせ先：奄美海上保安部 ０９９７－５２－５８１１

各地で海開きも行われ、奄美群島ではこれから本格的マリンレジャーシーズン到来です。
次の事項に注意して、安全にマリンレジャーを楽しみましょう！

○出航前の点検・確認を励行
・バッテリー、燃料など
○見張りの徹底
○自己救命策の確保
・ライフジャケットの常時着用
・携帯電話の携行

・海の緊急電話は１１８番

地元の海のことを知っているのは地域の皆さんです。
観光客の皆さんにも、地域の皆さんが海の安全に関する

情報を提供するようにしてください。

小型船舶の海難を防止するために！

○危険な場所には近づかない！
○風が強いとき、

波が高いときは海に入らない！
○浮く物を身に着けて！

○飲酒したら泳がない！

水難事故を防止するために！

・特にシュノーケリングや小さなお子さん

文／小川信

　
（
独
）
奄
美
群
島
振
興
開
発
基
金
で
は
、
奄
美
群
島
内
で
起
業

を
計
画
し
て
い
る
方
、
創
業
し
て
い
る
方
へ
の
支
援
を
い
っ
そ

う
強
化
す
る
た
め
、「
土
曜
相
談
窓
口
」
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

同
窓
口
で
は
、
平
日
、
当
基
金
に
来
所
す
る
こ
と
が
難
し
い
お

客
様
に
対
し
て
、
起
業
、
創
業
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
注
意
点
、

ま
た
、
経
営
全
般
に
関
す
る
ご
相
談
等
に
つ
い
て
、
ア
ド
バ
イ

ス
の
実
施
や
情
報
提
供
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
通
常
の

業
務
（
保
証
・
融
資
）
に
関
す
る
ご
相
談
等
に
つ
い
て
も
受
付

を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
幅
広
く
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

□
期
間　

平
成
29
年
５
月
か
ら
平
成
30
年
３
月
ま
で
の
毎
月
第

２
、
第
４
土
曜
日

□
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
2
時

□
場
所　

奄
美
群
島
振
興
開
発
基
金　

事
務
所
１
階

　
　
　
　

奄
美
市
名
瀬
港
町
１
番
５
号

※
お
車
で
お
越
し
の
際
は
、
当
基
金
向
か
い
の
屋
仁
川
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
管
理
棟
へ
「
開
発
基
金
の
利
用
」
の
旨

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

□
照
会
先　

業
務
課　

松
田
、
泉

電
話　

0
9
9
7
（
5
２
）
4
5
1
1

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
取
り
扱
う
事
業
主
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
返
礼
品
の
送
付
依
頼
等
に
メ
ー
ル
環
境
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
総
務
企
画
課
ふ
る
さ
と
納
税
担
当
者
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
問
合
せ
先　

　

大
和
村
役
場
総
務
企
画
課　

ふ
る
さ
と
納
税
担
当
者

　

電
話　

0
9
9
7
（
５
７
）
2
1
1
1

平成 29 年３月７日、国内 34 番箇所目の国立公園として「奄美群島国立公園」
が誕生しました。さて、大和村内はどの部分が指定されているのでしょうか。

国立公園ってどこ？ 地図を見てみよう！

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

身を守るのは 「早めの避難」
土
砂
災
害
防
止
月
間
に
つ
い
て

　

6
月
は
、
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す
。
梅
雨
に
入
り
、
集
中

豪
雨
な
ど
に
よ
る
土
砂
災
害
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
大
雨
や
台
風
、

地
震
な
ど
に
よ
る
土
石
流
や
崖
崩
れ
等
の
土
砂
災
害
が
発
生
す

る
と
、
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
ま
す
、
土
砂
災
害
か
ら
生

命
を
守
る
た
め
、
日
頃
か
ら
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

①
雨
の
降
り
方
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

②
土
砂
災
害
の
前
ぶ
れ
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

③
危
険
箇
所
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

④
避
難
場
所
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

⑤
逃
げ
方
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
点
に
注
意
し
て

早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

！ 土砂災害の前兆現象

土石流 がけ崩れ 地すべり

雨が降り続いているのに
川の水が減る

川の流れが濁り、
木が流れてくる

斜面から水がわき出る

地面にひび割れや
段差ができる

わき水が増える

小石が落ちてくる

お
知
ら
せ

　

大
和
診
療
所
で
は
水
曜
午
後
に
小
児
科
外
来
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
担
当
医
師
が
産
休
に
入
る
た
め
、
7

月
よ
り
休
診
と
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

世界自然遺産登録まであと少し！
改めて奄美の自然について考える新コーナーです。

□
立
候
補
予
定
者
説
明
会　

　

日
時　

平
成
29
年
7
月
４
日
（
火
）　

午
前
10
時
か
ら

　

場
所　

大
和
村
役
場
2
階　

第
一
会
議
室

□
投
票
日　

平
成
29
年
8
月
20
日
（
日
）

ワキャシマの
マンディ

世界自
然遺産

をめざ
す

いきむん

第１回

元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
券
が
使
え
ま
す

　

元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業
も
今
年
で
5
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
楽
し
く
ポ
イ
ン
ト
を
集
め
な
が
ら
、
い
き
い
き
と
元

気
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
か
ら
以
下
の
2
店
舗
で
も
ポ
イ
ン
ト
券
が
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

□
新
規
店
舗

H
I
T
O
S
H
I
弁
当
（
大
棚
）、
ま
ほ
ろ
ば
薬
局
（
大
棚
）

□
問
合
せ
先　

大
和
村
役
場　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

電
話　

0
9
9
7
（
５
７
）
2
2
1
8　

森
野
・
田
中

文
献
）
大
腸
が
ん
が
心
配
な
人
が
読
む
本
．
渡
邊
昌
彦
（
小
学
館
）

地図提供 奄美野生生物保護センター

宮
古
崎

ヒエン浜

立
神

湯湾岳

マテリヤの滝

第 1 種特別地域

第 2 種特別地域

特別保護地区

第 3 種特別地域

第 3 種特別地域

普通地域

普通地域

普通地域

奄美フォレストポリス
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満
１
歳
お
め
で
と
う

島島
のの

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

宮
島
　
忠
範
　
様
（
94
歳
・
名
音
）

伊
東
　
良
吉
　
様
（
80
歳
・
戸
円
）

泉
　
直
達
　
様
（
94
歳
・
思
勝
）

森
山
　
馨
　
様
（
65
歳
・
湯
湾
釜
）

惠
　
正
仁
　
様
（
66
歳
・
大
棚
）

奥
　
實
光
　
様
（
80
歳
・
大
棚
）

荒
田
　
博
国
　
様
（
80
歳
・
戸
円
）

元
田
　
イ
シ
子
　
様
（
64
歳
・
湯
湾
釜
）

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

宮
島
　
ナ
ミ
子
　
様
（
故 

宮
島
忠
範
様
）

中
村
　
美
加
枝
　
様
（
故 

元
ウ
キ
ユ
様
）

伊
東
　
マ
チ
子
　
様
（
故 

伊
東
良
吉
様
）

泉
　
キ
ミ
　
様
（
故 

泉
直
達
様
）

荒
田
　
ス
ミ
　
様
（
故 

荒
田
博
国
様
）

奥
　
カ
ネ
コ
　
様
（
故 

奥
寛
光
様
）

吉
田
　
美
和
子
　
様
（
故 

富
岡
和
廣
様
）

ふ
る
さ
と
納
税

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

岡
崎
　
昇
　
様
（
島
根
県
）

原
田
　
朋
和
　
様
（
福
岡
県
）

岩
泉
　
恒
屋
　
様
（
兵
庫
県
）

村
岡
　
忠
　
様
（
千
葉
県
）

広
報
誌
謝
礼

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

徳
　
恒
源
　
様
（
兵
庫
県
）

表 紙 写 真 の 紹 介
奄美の山がひときわ美し
い４月。オレンジや黄色
の若葉が輝きます。奥に
は大和浜集落と思勝湾が
見渡せるスポットで撮影
しました。どこだかご存
じですか？

大棚から奄美フォレスト
ポリスに上る途中にあり
ますので探してみてくだ
さい！

保
護
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

江
﨑　

弥
あ
ま
ね

さ
ん

父 

敬
士
さ
ん　

母 

さ
と
み
さ
ん(

国
直
）

こせきの窓

人 口　1,516 人（ △ 82）
男　　　738 人（△ 39）
女　　　778 人（△ 43）
世帯　 854 世帯 （△ 17）

4 月 28 日現在
（前年同月比）

「広報やまと」を

スマホに配信！

　奄美群島地域は、自然の風景地を保護し、その利用促進を図り、国民・県民の保健・休
養・教化に資するとともに、生物の多様性を確保することを目的とした国立公園を有します。
国立公園内では、優れた風景地を保護するため、自然公園法に基づき、各種開発行為が規
制されています。
　国立公園内において、次のような開発行為等を行う場合は、事前に国や県への許可申請・
届出の手続きが必要となります。

　○  手続きの必要な行為（一例）
　　工作物（建築物を含む）の新築・改築・増築、木竹の伐採、広告物の掲出（案内板等
を含む）、開墾・土地の形状変更、鉱物や土石の採取、屋根・壁面の色彩の変更、特別保護
地区での動植物の捕獲又は採取　等　

　○　許可申請・届出の手続き
　　（１）申請・届出の様式
　　・様式・必要な添付書類・記載要領については、県のホームページに掲載されています。
　　（２） 標準的な処理期間　
　　・通常約１～３か月を必要とします。（書類に不備があった場合の補正の期間は除く）
　　（３） 注意事項
　　・行為の種類、規模、公園の種類、地種区分の違いにより手続き等に違いがあること、
また、行為の場所や内容によっては、許可ができない場合もあることから、事前に奄美自
然保護官事務所、徳之島自然保護官事務所又は大島支庁総務企画課もしくは関係市町村役
場に御相談ください。
　・自分の所有地でも、国立公園内での行為においては、手続きが必要となります。
　・今回（平成 29 年 3 月 7 日）新たに国立公園に指定された区域で、指定前に自然公園区
域外で着手していた行為については、平成 29 年 6 月 6 日までに行為着手済届出書の提出が
必要となります。

　 ○ 違反行為について
自然公園法の規定に違反しての行為や無許可での行為等については罰則が設けられていま
す。

国立公園の範囲や区域内での許可申請・届出について不明な点がありましたら、下記にお
問い合わせください。

○お問い合わせ先
奄美自然保護官事務所（奄美大島・喜界島・与論島）　電話 0997-55-8620
徳之島自然保護官事務所（徳之島・沖永良部島）　電話 0997-85-2919
大島支庁総務企画課　商工観光係　電話 0997-57-7215
行為地の市町村役場　
○許可申請書の提出先
行為地の市町村役場　

県のホームページ（検索方法）
　　　鹿児島県庁ホームページ→ 一般・県民の方々→ くらし・環境
　　    → 自然保護→ 自然公園→行為許可申請書・届

国立公園内での行為について
～国立公園内での開発行為等には手続きが必要です～「

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
遊
ん
で
、
大
き
く
な
あ
れ
」
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発行・編集 大和村役場総務企画課 
〒 894-3192 鹿児島県大島郡大和村大和浜 100 番地
TEL 0997-57-2111　FAX 0997-57-2161
mail : info@vi l l .yamato. lg. jp
http://www.vi l l .yamato. lg. jp

←バーコード読み取り機能付き携帯電話をご利用
の方はここから大和村ホームページへ簡単にアク
セスできます。それ以外の方は直接 URL を入力し
てアクセスしてください。

（http://www.vill.yamato.lg.jp）

2017 年 6月 18日（日） 10:00～15:00
Sunday, June 18

大和村大棚 49 大和まほろば館（名瀬から車で約 40分）
Mahoroba Souvenir Center in Odana, Yamato Village

とれたて奄美すもも
大和村産の野菜 

大和村フルーツ加工品
etc...

宮田益慶
大和村バンド
森 信之介
DJ才原 etc...

大和村で食べて、遊んで、触れあって

問合せ 大和村役場 産業振興課  ☎ 0997-57-2111

Market

FoodLive Sweets

Amami Plum Festival in Yamato Village

授乳室あります

すもも狩りをしてみよう 
トラクターを運転してみよう 
子ヤギとふれ合おう　

トウモロコシの苗を植えてみよう 

すもも・たんかんソフトクリーム
作りたてのすももジャム試食

レシピコンテストグランプリ！ すもも大福 
すももババロア 

やまとやのパフェ作り体験  

大和村の
美味しい食材
を使った
屋台が出ます

すもも
フェスタ’17

Fun

まほろば


